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　去る 7月 31 日に河川環境課長を拝命した小
俣です。皆様よろしくお願いいたします。
　平成 7年に建設省河川局に河川環境課が設置
されてから今年で 20 年になります。河川環境
課設置後に河川法が改正され、河川管理の目的
に河川環境の整備と保全が取り込まれるなど、
河川環境行政の変遷に関しては、これまでもい
くつかの紹介がなされています。ここでは、河
川環境課設置後、劇的に変化した河川環境整備
事業に的を絞って、これからの河川環境への取
り組みへの一端をお話ししたいと思います。
　河川環境整備事業は昭和 44 年に設けられ、
高度成長期の社会的な要請を受け、水質改善を
中心として始まりました。その後、親水の概念
が広まり、水辺整備に重きが置かれるようにな
り、河川法改正後には自然再生が社会から重要
視されるようになって、川の自然再生も事業に
取り入れられました。このように河川環境整備
事業は変遷してきましたが、公共事業の削減と
事業仕分けなどによる選択と集中が進められた
結果、現在の総事業費はピーク時の 2割程度に
まで大幅に削減されています。水害が頻発する
今、環境整備に回すお金があるなら少しでも治
水効果の上がる方に投資すべきという議論はあ
ると思います。しかし、河川整備はそれだけで
いいのでしょうか。
　平成 9年の河川法改正以来、河川整備のあら
ゆる機会を通じて多自然川づくりに取り組むこ
ととして、河川改修等を行う際には、自然環境
や地域の歴史文化などから見て、より魅力のあ
る川へと整備していくことを基本としてきまし
た。しかし、厳しい予算状況の下で、河川改修
などが施される河川区間は全国の長大な河川の
ごく一部に過ぎません。
　一方、国土交通省では、社会資本のストック
効果を重視することにより、民間投資を喚起す
る成長戦略の実効性を高め、経済成長を支えて
いくことが重要であることから、①既存施設の
最大限の活用、ソフト施策の徹底（賢く使う取
組）、②ストック効果を重視し、真に必要な事

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課長

小 俣  篤

川は地域の貴重なストックコノ人に聞く！

業に重点化、③地域ニーズを踏まえつつ集約・
再編、に留意して、厳しい財政状況下で社会資
本整備に取り組むこととしています。このこと
を踏まえ、地域の川、身近な町の川をよく見て
頂きたいと思います。コンクリートで覆われた
川、まちから背を向けられた川、とても自然豊
かとはいえない川など、魅力的とはとても言
うことができない空間が多く存在していないで
しょうか。しかし、今は魅力的とはいえない河
川であっても、かつての地域の歴史をたどれば、
その川は地域との様々な関わりを持つ生き生き
とした時代があったり、都市に残された水と空
間のある場としての高いポテンシャルを秘めて
いる場合もあります。高度成長期に洪水を流
すために確保された空間が、貴重なオープンス
ペースとして地域の隠れた財産になっている場
合が多いのではないでしょうか。すなわち、民
間の活力を喚起し、地域の経済成長を促すよう
な賢く使う取組みなどにより、既存ストックの
最大限の活用を行うことができる財産が地域に
眠っていると考えられるのです。
　秘められた魅力や価値のある河川に、少しの
工夫を行うことでそのような魅力や価値を引き
出すこと、すなわち、地域の新たな魅力づくり、
元気なまちづくりなどのために河川という長大
なストックを賢く使うことが、河川環境整備事
業の新たな使命と見ることができます。予算規
模としては大きく削減された河川環境整備事業
ですが、地方創生や魅力あるまちづくりが渇望
されている現在、河川という地域のストックを
賢く使うための自治体や地域の努力を後押し
て、有効な手段にしていかなければなりません。
　今魅力の欠ける河川を、地域の秘められた財
産として役立つようにしていくよう、これから
も河川環境整備の知恵を絞っていきたいと考え
ています。地域の皆様とともに、河川環境整備
事業をそのように育てていきたと考えておりま
すので、皆様の温かいご支援・ご協力もよろし
くお願いいたします。
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特 集

いつか来る、その日に備える
- 河川の戦略的な維持管理 -

　今年は、9 月に関東・東北豪雨において鬼怒川が破堤し、
大きな水害のある一年となりました。また、地球温暖化に伴
う気候変動によって、今後極端な降水がより強く、より頻繁と
なる可能性が非常に高いことが IPCC（Intergovernmental 
Panel on Climate Change：気候変動に関する政府間パネル）
の報告書でも指摘されています。
　いつか来る激甚な大雨の時に、それまで河川整備で積み上
げてきた河川の機能を発揮できるよう、平時から維持管理して
いくことが重要となっています。
　河川の維持管理では、平成 23 年 5 月に策定された河川砂
防技術基準維持管理編（河川編）が規定する河川維持管理計
画に基づく本格的な維持管理のＰＤＣＡサイクルが始められ
てから４年を経過し、改訂の時期を迎えようとしています。
　今後、河川の維持管理のＰＤＣＡサイクルにどのように戦
略的に取り組んでいけばいいのか、そのための新たな河川維
持管理計画はどのようなものであるべきか、その方向性を探り
ます。
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点
検

　

河
川
で
は
、
巡
視
に
よ
り
概
括
的
な
状
態

把
握
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
河

川
法
に
点
検
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
職
員
に
よ

る
点
検
や
こ
れ
を
補
完
す
る
堤
防
等
点
検
評

価
業
務
が
平
成
26
年
度
か
ら
試
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

点
検
は
、
目
視
点
検
に
よ
り
変
状
を
把
握

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
洪
水
被
害
の
防

止
や
軽
減
、
維
持
管
理
の
総
コ
ス
ト
の
低
減

の
た
め
に
非
常
に
重
要
で

す
。
で
は
、
今
後
の
点

検
は
い
か
に
あ
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

■
河
川
の
点
検
の
特
徴

　

ま
ず
、
維
持
管
理
の
特
性
を
理
解
す
る
た

め
に
フ
ォ
ー
ル
ト
ツ
リ
ー
図
を
用
い
ま
す
。

　

河
川
の
維
持
管
理
の
対
象
を
大
雑
把
に
河

道
と
堤
防
（
土
堤
本
体
）、
護
岸
に
分
け
、
頂

上
事
象
を
破
堤
モ
ー
ド
に
よ
っ
て
越
水
、
侵

食
、
す
べ
り
、
パ
イ
ピ
ン
グ
に
分
類
し
、
破

堤
に
繋
が
る
要
因
と
過
程
を
①
場
の
持
っ
て

い
る
特
徴
、
②
徐
々
に
進
行
す
る
変
状
、
③

破
壊
に
至
る
変
状
の
三
段
階
に
分
け
て
整
理

し
ま
す
。
さ
ら
に
河
川
の
点
検
に
お
い
て
対

象
と
な
る
変
状
を
「
形
状
」
と
「
表
面
状
態
」、

「
内
部
状
態
」
に
分
け
て
整
理
し
て
、
特
徴
を

俯
瞰
し
て
み
ま
す
。

➊
越
水
破
堤

　

河
道
状
態
と
堤
防
高
の
変
化
は
予
防
保
全

的
な
対
応
が
可
能
な
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
進
行

す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

堤
防
高
の
微
小
な
変
状
を
目
視
で
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
な
ほ
か
、
土
砂
堆
積
や
樹
木
は

最
終
的
に
河
積
や
流
下
能
力
に
よ
り
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
形
状
に
つ
い
て
の
計
測
デ
ー

タ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

➋
侵
食
破
堤

　

主
に
河
道
と
護
岸
の
状
態
に
よ
り
ま
す
が
、

変
状
が
な
く
て
も
一
度
の
洪
水
で
破
堤
し
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
護
岸
に
つ
い
て

は
、
河
床
洗
掘
や
護
岸
背
面
等
の
状
態
が
健

全
性
に
関
係
し
ま
す
が
、
目
視
点
検
で
把
握

す
る
の
が
困
難
で
す
。

➌
す
べ
り
破
堤

　

堤
防
の
強
度
低
下
の
要
因
と
な
る
植
生
や

人
、
動
物
に
よ
る
損
壊
等
の
表
面
状
態
に
関

す
る
変
状
は
目
視
点
検
で
な
け
れ
ば
判
別
が

困
難
な
領
域
で
す
。
一
方
、
す
べ
り
に
よ
る

は
ら
み
出
し
等
の
形
状
の
変
化
は
目
視
だ
け

で
は
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
堤

防
の
強
度
の
把
握
の
た
め
に
は
強
度
の
計
測

が
必
要
で
す
。

➍
パ
イ
ピ
ン
グ
破
堤

　

堤
体
や
基
礎
地
盤
に
お
け
る
パ
イ
ピ
ン
グ

の
進
行
特
性
の
解
明
が
研
究
レ
ベ
ル
で
進
め

ら
れ
て
い
る
段
階
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
時

点
で
は
進
行
す
る
変
状
を
目
視
点
検
で
は
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
予
防
保
全
的
な
対

河川の戦略的維持管理特集

洪水に
よる侵食

天端高の沈
下

土砂の堆積、
樹木繁茂

セグメント、洪水特性、法線、護岸等の構造 堤防の構造、地質

洪水による急激な破壊

すべり 土砂の吸い出し、
構造体の変形

植生、人や
動物の損壊

はらみだし等
の変形洗掘や吸い出しによる

徐々に進行する変状

堤防内部や
基礎基盤に
おける水ミ
チの発達

パイピング
破堤

すべり
破堤

侵食
破堤

越水
破堤

堤防

護岸

河道

破壊に至る変状
（終局状態）

平常時に把握する
事のできる変状
（機能低下の進行過程）

変状を引き起こす
場の特性

表面状態の把握
が重要な領域
（目視が得意）

内部状態の把握
が重要な領域
（目視は苦手）

形状の把握が
重要な領域
（目視に加え
データが必要）

洪水時の監視
が重要な領域

写真提供：（株）パスコ

※1

※1

越水

※1　変状に現れなくても、破壊に至る場合がある。

頂上事象

偏流

河積低下

強度低下

水衝、急流河川

圧密

強度
低下

水ミチ

図１　堤防（土提と護岸）と河道の管理についてのフォールトツリー図

河川巡視
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応
が
難
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
河
川
の
維
持
管
理
で
は
、

目
視
点
検
が
強
み
や
弱
み
と
す
る
分
野
が
あ

り
ま
す
。
目
視
点
検
が
強
み
と
す
る
分
野
は
、

点
検
者
の
経
験
や
知
識
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が

懸
念
さ
れ
、
今
年
か
ら
（
一
財
）
河
川
技
術

者
教
育
振
興
機
構
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
河

川
点
検
士
資
格
の
活
用
等
に
よ
っ
て
、
点
検

の
質
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
目
視
点
検
が
弱
み
と
す
る
領
域
で

は
新
技
術
等
を
活
用
し
て
補
完
し
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
目
視
点
検

と
新
技
術
を
、
変
状
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
進
行

の
速
さ
、
コ
ス
ト
面
等
か
ら
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
と
な
る
組
み
合
わ
せ
を
技
術
基
準
化
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
目
視
点
検
が
弱
み
と
す
る
領
域

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
新
技
術
と
の
組
み
合

わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

■
河
道
管
理
と
点
検

　

越
水
に
対
す
る
管
理
で
は
河
積
の
把
握
が
必

要
な
た
め
、
堤
防
高
や
土
砂
の
堆
積
状
況
、
樹

木
繁
茂
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
侵
食
に
対
す
る
管
理
で
は
、
水

衝
部
や
護
岸
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
目
視
に
よ
る

状
態
の
把
握
だ
け
で
な
く
形
状
デ
ー
タ
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
定
期
縦
横

断
測
量
よ
り
も
密
度
の
高
い
形
状
把
握
を
可
能

と
す
る
地
表
レ
ー
ザ
測
量
や
、
目
視
で
把
握
で

き
な
い
水
中
の
河
床
形
状
を
把
握
で
き
る
レ
ー

ザ
測
深
、
音
波
測
深
技
術
等
を
組
み
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
２
）

　

侵
食
に
対
す
る
管
理
で
は
、
詳
細
点
検
等
に

お
い
て
、
護
岸
背
面
の
空
洞
に
つ
い
て
レ
ー
ダ
ー

探
査
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
堤
防
と
点
検

　

堤
防
の
点
検
は
、
形
状
、
表
面
状
況
に
つ
い

て
の
変
状
を
対
象
と
し
て
お
り
、
内
部
状
態
の

把
握
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

М
М
Ｓ
（
モ
ー
ビ
ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
）
の
試
行
が
行
わ
れ
植
生
等
に
よ
る
遮
蔽
の

影
響
の
な
い
場
合
に
は
形
状
の
把
握
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内

部
状
態
に
つ
い
て
は
、
物
理
探
査
に
よ
り
透
水

性
や
強
度
の
分
布
か
ら
そ
の
弱
部
を
特
定
す
る

統
合
物
理
探
査
や
、
出
水
時
等
に
堤
体
内
の
浸

透
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
す
る
観
測
法
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
洪
水
時
に
重
点
的
な
監
視

の
必
要
な
個
所
で
は
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
３
）

■
点
検
結
果
の
活
用

　

点
検
技
術
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
堤
防

の
状
態
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
を
例
に
考
え
て
も
、
点
検
で
把
握
で
き
る
変

状
も
限
界
が
有
る
も
の
と
し
て
維
持
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
変
状
箇

所
と
は
被
災
箇
所
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ

と
が
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
１
）。

　
つ
ま
り
、
点
検
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
変
状
だ
け

で
な
く
、
河
川
特
性
に
よ
り
強
い
作
用
の
生
じ

る
箇
所
や
、
未
整
備
や
未
対
策
の
箇
所
、
古
い

図２　航空レーザ測深による計測例
レーザ測深技術により、目視では確認が難しかった河床形状を詳細に把握することができる

河川の戦略的維持管理特集

図３　降雨浸透のモニタリング事例について
物理探査手法の 1つである比抵抗法により、地中内部の水分状態を把握することが可能となる

出典：地盤の水分変化モニタリング技術	- 比抵抗モニタリングシステムの概要 -, 応用地質技術年報 ,	No.32,	p.69-75

リスク情報

河川管理者
（維持管理）

水防団
（水防活動）

自治体
（避難誘導）

住民
（避難行動）

建設業
（応急復旧）

自治体
（まちづくり）

点検

脆弱性
（健全性）

場の特性

被害想定 水防団の組織、
訓練、資機
材の準備

ハザードマップ
の公表 防災教育

避難訓練
地域建設業
との連携

ポンプ車等の配置
応急復旧資機材の準備

危険箇所の

出水時巡視
危険箇所の出水時巡視

危険箇所の河川情報提供

水防警報

洪水予報

ホットライン

水防工法

避難行動

被災箇所の把握
応急復旧 流域対策

まちづくり

被害軽減対策
ポンプ車、重機等出動

重要水防箇所
※健全性評価を踏まえたもの

自衛隊の支援 支援要請

被災想定の情報が活かされる場面

堤防等の脆弱性の情報が活かされる場面

危機管理
行動計画

凡例

平常時
災害リスクの

認識

避難指示発令

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

出水時

災害
発生後

＊ 1　変状と被災の統計的解析による堤防の点検及び巡視の合理化に関する一考察　下川他、河川技術論文集第 21巻、2015 年 6月
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基
準
に
よ
る
構
造
物
が
存
在
す
る
箇
所
、
透
水

性
の
地
質
条
件
の
箇
所
等
の
被
災
し
や
す
さ
を

特
徴
づ
け
る
場
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る
脆
弱
性
（
言

い
換
え
れ
ば
健
全
性
）
に
つ
い
て
の
情
報
は
、

点
検
や
維
持
補
修
、
河
川
整
備
や
水
防
活
動
、

防
災
機
関
の
行
動
計
画
等
に
お
け
る
優
先
順
位

付
け
や
対
応
策
の
検
討
に
役
立
て
ら
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（
図
４
）

　

続
い
て
、
河
道
管
理
と
堤
防
管
理
の
実
務
は

ど
の
よ
う
に
深
化
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

河
道
管
理

■
維
持
管
理
計
画
に
お
け
る
河
道
管
理
上

の
課
題
の
位
置
づ
け

　

ど
こ
の
河
川
で
も
土
砂
堆
積
や
樹
木
繁
茂
、

河
床
低
下
、
河
岸
・
局
所
洗
掘
等
の
ほ
か
、
低

水
路
と
高
水
敷
の
二
極
化
や
、
土
丹
層
の
露
出

等
の
河
床
の
質
の
変
化
等
の
河
道
管
理
上
の
課

題
に
直
面
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
表
１
の
よ
う
な

対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
河
道
管
理
の

課
題
は
洪
水
特
性
や
流
砂
系
の
変
化
等
の
応

答
と
し
て
表
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
解
決

に
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
ほ

か
、
土
砂
堆
積
等
は
河
川
の
特
質
上
、
長
期

的
に
向
き
合
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
河
道
管
理
上
の
課
題
に
対

し
て
は
維
持
管
理
の
課
題
と
し
て
長
い
時
間

ス
ケ
ー
ル
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
河
川
維
持
管
理
計
画
に
お
い
て

も
、
今
後
の
河
道
の
変
化
の
ト
レ
ン
ド
と
対

策
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、

そ
の
中
で
求
め
ら
れ
る
維
持
管
理
上
の
対
応

を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。（
図
７
）

■
サ
イ
ク
ル
型
樹
木
管
理
シ
ス
テ
ム

　

河
道
管
理
の
中
で
着
実
に
効
果
の
得
ら
れ

る
維
持
管
理
行
為
と
し
て
樹
木
管
理
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
樹
木
の
繁
茂
は
樹
林
化
に
至
り

多
く
の
河
川
の
悩
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

原
因
に
つ
い
て
は
洪
水
撹
乱
頻
度
の
低
下
や

土
砂
動
態
の
変
化
，
河
床
低
下
等
が
指
摘
（
＊

２
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
河
川
の
除

草
が
限
定
さ
れ
高
水
敷
の
植
生
管
理
に
ま
で

手
が
回
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
粗
度
や
河
積
、

水
衝
部
等
の
治
水
面
の
影
響
の
み
な
ら
ず
巡

視
等
の
河
川
管
理
上
の
影
響
が
生
じ
て
か
ら

の
後
手
の
対
応
と
な
り
、
結
果
と
し
て
伐
採

費
用
の
著
し
い
増
大
を
招
い
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
樹
木
繁
茂
後
の
事
後
保
全
的
な

対
応
か
ら
予
防
保
全
的
な
対
応
へ
転
換
す
る

た
め
、
繁
茂
す
る
樹
木
の
樹
種
や
生
育
状
況

を
整
理
し
、
そ
の
成
長
予
測
と
そ
の
影
響
予

測
（
河
川
管
理
施
設
、河
川
管
理
行
為
、環
境
、

河
川
利
用
、
総
コ
ス
ト
等
）
を
行
い
、
伐
採

を
行
う
サ
イ
ク
ル
型
樹
木
管
理
シ
ス
テ
ム
を

図５　河道の二極化（多摩川）

図６　河床の土丹層の露出（木曽川）

リスク情報

河川管理者
（維持管理）

水防団
（水防活動）

自治体
（避難誘導）

住民
（避難行動）

建設業
（応急復旧）

自治体
（まちづくり）

点検

脆弱性
（健全性）

場の特性

被害想定 水防団の組織、
訓練、資機
材の準備

ハザードマップ
の公表 防災教育

避難訓練
地域建設業
との連携

ポンプ車等の配置
応急復旧資機材の準備

危険箇所の

出水時巡視
危険箇所の出水時巡視

危険箇所の河川情報提供

水防警報

洪水予報

ホットライン

水防工法

避難行動

被災箇所の把握
応急復旧 流域対策

まちづくり

被害軽減対策
ポンプ車、重機等出動

重要水防箇所
※健全性評価を踏まえたもの

自衛隊の支援 支援要請

被災想定の情報が活かされる場面

堤防等の脆弱性の情報が活かされる場面

危機管理
行動計画

凡例

平常時
災害リスクの

認識

避難指示発令

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

出水時

災害
発生後

図４　点検結果等のリスク情報の活用場面

＊ 2　河川の樹林化原因に関する諸説のレビュー	戸田祐嗣　環境水理部会研究集会 2014	in	岐阜

種別 対策方法

水系，流砂
系による対
策（総合土
砂管理）

ダム等による対策
砂排砂ゲート（門）の設置、
土砂バイパス、流水型ダ
ム、フラッシュ放流

維持管理的対策 置き土（置き砂）

地 先 に お
け る 洗 掘
対策

構造物による対策 床止め（帯工）、根固め工、
水制工、根継ぎ工、ベーン工

河床形状改変による対策 高水敷造成、澪筋造成
維持管理的対策 埋め戻し

地 先 に お
け る 堆 砂
対策

設計による対策 河道計画、設計、マージン
河床形状改変による対策 砂州切り下げ
維持管理的対策 植生管理、堆積土砂の撤去

表１　河道管理上の課題に対する対策方法の例
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構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。（
図
８・９
）

堤
防
管
理

■
身
近
に
取
り
組
む
べ
き
堤
防
の
植
生
管
理

　

堤
防
の
管
理
に
お
い
て
身
近
に
取
り
組
む

べ
き
維
持
管
理
行
為
と
し
て
植
生
の
管
理
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
堤
防
植
生
は
、

河
道
内
植
生
に
比
べ
て
関
心
を
持
っ
て
適
切

に
管
理
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
堤
防

強
度
そ
の
も
の
を
弱
め
る
カ
ラ
シ
ナ
や
裸
地

化
の
原
因
と
な
る
イ
タ
ド
リ
、
緊
縛
力
が
弱

く
耐
侵
食
性
に
劣
る
ネ
ズ
ミ
ホ
ソ
ム
ギ
等
が

侵
入
・
繁
茂
す
る
こ
と
は
、
広
範
囲
に
わ
た

る
堤
防
強
度
の
低
下
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、

動
物
等
に
よ
る
損
傷
と
同
様
に
深
刻
に
捉
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
図
10
）

　

維
持
管
理
費
の
削
減
に
よ
り
除
草
回
数
が

減
少
し
て
シ
バ
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
回
の
除
草
で
も
そ
の

時
期
の
工
夫
に
よ
り
緊
縛
力
が
あ
る
在
来
種

の
チ
ガ
ヤ
へ
の
転
換
が
可
能
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
（
＊
３
）。

　

よ
っ
て
、
現
状
の
堤
防
と
植
生
の
状
況
を

植
生
図
等
で
把
握
し
た
上
で
目
標
と
す
る
植

生
を
明
確
に
し
、
適
切
な
除
草
時
期
及
び
除

草
回
数
を
工
夫
す
る
こ
と
で
効
率
的
・
効
果

的
な
堤
防
植
生
管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
堤
防
植
生
の
管
理
が
難
し
い

場
合
に
は
、
低
草
丈
草
種
（
＊
４
）
や
耐
塩

性
（
＊
５
）
等
の
草
種
に
よ
る
除
草
軽
減
方

策
や
、
植
植
物
成
長
調
整
剤
や
特
定
防
除
資

材
（
重
曹
）（
＊
６
）
に
よ
る
成
長
抑
制
方
策

の
研
究
や
試
行
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
実
用

化
を
検
討
す
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。（
＊

７
）（
図
11
）

　

ま
た
、
堤
防
は
国
土
の
中
で
草
原
（
半
自

然
草
原
）
が
維
持
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
地
域
の
方
々

が
認
識
し
、
協
働
で
堤
防
植
生
管
理
を
行
う

取
組
（
＊
８
）
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
す
る

価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

河川の戦略的維持管理特集

図８　河道内樹林の影響の分類

図 10　カラシナの成長に伴う堤防弱体化のメカニズム

治水

環境

管理

流下能力への影響

河川管理施設の影響

外来種の繁茂

周辺景観との調和への影響

巡視・監視への妨げ

不法投棄の誘発

塵芥漂着

流木発生

水衝緩和機能

動植物の生息・生育

修景機能

デメリット メリット

根が腐り、有機物化し
堤防がフカフカの状態になる。

カラシナが
種子の状態

根が大根状
に肥大化

開花に向け
て根が縮小

結実・枯死

夏 秋～冬 春 初夏

図９　サイクル型樹木管理システム

サイクル型樹木管理システムの構築

Tool
樹木管理マップ
（住民や関係機関等への情報
提供・発信）

サイクル型樹木管理の実施

Do
繁茂状況の把握
（巡視・点検、

航空写真等）

データの
更新・蓄積

（河川カルテ等）

Check
繁茂状況の評価
（伐採管理基準）

（伐採実施箇所、優先順位上位箇所）

判定基準以上の変化・変状等が見られた場合

（優先順位下位箇所、伐採対象外箇所）

顕著な増加傾向が見られた場合

②

③

①

Action
（伐採実施箇所、優先順位上位箇所）

必要に応じて伐採の実施（箇所によっては公募伐採）

（優先順位下位箇所、伐採対象外箇所）
課題の把握（課題があった場合は優先順位の確認）

樹木伐採計画 Plan
（伐採管理基準・優先順位・年次計画）

伐採樹木ゾーン

10年目

2～3年目

5年目

8年目

4年目

1年目 6年目

7年目9年目

樹木管理マップの例

環境に配慮した伐採方法（輪伐）の設定

＊ 3	 植物の生活史に着目した合理的な堤防植生管理～チガヤ優占堤防の実現に向けた取り組
み～吉田ほか　河川環境総合研究所報告第	16	号（財）河川環境管理財団

＊ 4	 低草丈草種とはイワダレソウ、矮性チガヤ、TM9（改良コウライシバ）、ティフブレア（改
良ムカデシバ）、ザッソレス（改良イヌシバ）などで、低草丈で密生状態を維持でき
るため、刈草の処分量が減少し、除草コストが縮減することができる。

＊ 5	 耐塩芝と塩を利用した河川・海岸堤防の緑化　第 17回日本水大賞文部科学大臣賞

＊６	 特定防除資材（特定農薬）とは農薬取締法第 2条第 1項により「その原材料に照らし
農作物等、人畜及び水産動植物に害を及ぼすおそれがないことが明らかなものとして
農林水産大臣及び環境大臣が指定する農薬」として指定された農薬のこと。＊ 7の報
告では、特定防除資材である重曹を散布してセイタカワダチソウとヨモギの生長が抑
制されチガヤ等の草丈の低いイネ科植物が優占する等の効果が確認された。

＊７	 堤防植生の機能保持に向けた低草丈草種等の導入について　宝藤ほか　河川総合研究
所報告第 21号（刊行予定）（公財）河川財団河川総合研究所

	 植物成長調整剤等を用いた効率的・効果的な堤防植生管理手法の提案　大澤ほか　河
川総合研究所報告第 21号（刊行予定）（公財）河川財団河川総合研究所

＊８	 地域との協働による多様性に富んだ堤防植生づくりと維持管理「七草堤防プロジェク
ト」について久保ほか　河川技術論文集第 21巻、2015 年 6月

図７　河道管理上の課題の分類

河道管理上の課題

課題は解決するが維持
管理の必要がある

対策による応答予測が
困難

課題は解決し維持
管理の必要がない

すぐに効果が
現れる

効果発現まで
時間を要する

土砂堆積、樹木の繁茂、河口砂州、河
床低下、局所洗掘、河岸侵食、澪筋の
固定化や二極化、河床材料の変化
（土丹層の露出，アーマーコート化等）

維
持
管
理
計
画
が
必
要

ex.総合土砂管理

ex.置き砂

➡維持掘削等の対応

河道管理上の課題のほとんどは、何らかの維持管理上の対応を求められる。
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流下能力

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
★ ☆ ☆ ☆

★ ★
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎

当該区間の流下能
力検討

◎

占用地変更検討 ○ ○ ◎ ○
官民境界等確認 ○ ◎ ○ ○
○○市雨水排水系
統の検討

◎

□□樋管排水能力
検討

◎

○ ◎ ○
パラペット構造検
討

○ ◎ ○

陸閘等の構造検討 ○ ◎ ○
◎ ○ ○ ○

● ◎

● ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ◎

● ◎ ○ ○

◎ ○

◎ ○

○ ● ○ ◎
○ ● ○ ◎

● ○ ◎ ○ ○
● ○ ○ ○ ◎

◎

○ ◎

検討項目

課題の解決策の検討
課題の共通認識等

課題の解決策の比較検討

担当打合せ

工事着手

所内検討会議

△△市占用地協議

測量(業務委託)
設計(業務委託)
地元説明

本局関係課へ課題の解決方
針案説明

事務所長へ課題の解決方針
案説明

関係団体に対して解決方針
説明

○○市協議(河川・道路部局
等)

××
出張所

官民境界確定
工事に関する入契手続き

改修費等予算(補正)
業務委託

a)堤防法線前出し案

b)特殊堤案

本局
関係課

各課・出張所の業務分担　◎：メイン

事務
所長

副所長
(技術)

副所長
(事務)

計画課 調査課 用地課 工務課 管理課第1回

第2回
工程管理の確認のための会議開催は随時

第3回

新
た
な
河
川
維
持
管
理
計
画

に
向
け
て

■
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
河
川
維
持
管
理
計
画

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
河
川
維
持
管
理
計
画
の
方
向
性
と
し
て
次

の
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。

①
点
検
と
そ
の
結
果
の
み
か
ら
計
画
を
構
成

す
る
の
で
は
な
く
、
状
態
変
化
の
シ
ナ
リ
オ

を
想
定
で
き
る
も
の
（
河
道
、
樹
木
、
植
生

等
）
は
、予
防
保
全
的
な
対
応
の
戦
略
（
計
画
）

を
持
つ
。

②
点
検
を
行
っ
た
と
し
て
も
防
げ
な
い
被
災

が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
点
検
結
果
と
そ
れ

以
外
の
要
因
か
ら
「
脆
弱
性
」
に
つ
い
て
の

リ
ス
ク
の
情
報
を
ま
と
め
、
地
域
や
関
係
機

関
と
共
有
す
る
。

③
こ
の
よ
う
な
脆
弱
性
の
高
い
区
間
を
維
持
管

理
上
の
重
点
区
間
と
し
、
点
検
や
水
防
に
お
け

る
頻
度
や
方
法
等
を
戦
略
的
に
組
み
合
わ
せ
る
。

④
維
持
管
理
の
結
果
、
脆
弱
性
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
を
河
川
管
理
レ
ポ
ー
ト
等

に
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
計
画

に
反
映
す
る
。（
図
12
）

こ
の
よ
う
に
維
持
管
理
計
画
で
は
脆
弱
性
に

つ
い
て
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
今
後
は
脆
弱
性
の
評
価

方
法
の
確
立
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
評
価
に
用
い
る
水
位
計
算
や
力
学
照

査
等
の
解
析
技
術
の
進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
評
価
に
は
想
定
す
る
作
用
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
外
力
に
対
す
る
健
全
性
の
確
保
を
目
標
と

し
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
破
堤
モ
ー
ド
ご
と
に

い
か
に
維
持
管
理
目
標
の
外
力
を
設
定
す
る
か

が
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
13
）

お
わ
り
に

■
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
計
画
の
実
践

　

こ
の
よ
う
な
点
検
結
果
を
は
じ
め
と
す
る

リ
ス
ク
情
報
の
公
表
が
進
む
こ
と
は
地
域
の

関
心
を
呼
び
、
事
務
所
等
の
対
応
方
針
や
進

捗
状
況
が
よ
り
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
維
持

管
理
上
の
課
題
を
同
時
並
行
的
に
的
確
に
処

理
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
河
川
の
維
持
管
理
を
戦
略
的
に

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
所
等
の
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
体
制

の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

担
当
：
河
川
総
合
研
究
所　

担
当
：
戦
略
的
維
持
管
理
研
究
所

河川の戦略的維持管理特集

図 11　植物成長調整剤の土壌への固定分解状況

図 14　T川における維持管理のプロジェクト・マネジメント事例

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

1日後 1週後 3週後 10週後

上限値 平均値 下限値

①-2上限値脇

検出下限値：0.05

想定散布濃度

m
g/
kg
・
dr
y

流下能力

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
★ ☆ ☆ ☆

★ ★
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎

当該区間の流下能
力検討

◎

占用地変更検討 ○ ○ ◎ ○
官民境界等確認 ○ ◎ ○ ○
○○市雨水排水系
統の検討

◎

□□樋管排水能力
検討

◎

○ ◎ ○
パラペット構造検
討

○ ◎ ○

陸閘等の構造検討 ○ ◎ ○
◎ ○ ○ ○

● ◎

● ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ◎

● ◎ ○ ○

◎ ○

◎ ○

○ ● ○ ◎
○ ● ○ ◎

● ○ ◎ ○ ○
● ○ ○ ○ ◎

◎

○ ◎

検討項目

課題の解決策の検討
課題の共通認識等

課題の解決策の比較検討

担当打合せ

工事着手

所内検討会議

△△市占用地協議

測量(業務委託)
設計(業務委託)
地元説明

本局関係課へ課題の解決方
針案説明

事務所長へ課題の解決方針
案説明

関係団体に対して解決方針
説明

○○市協議(河川・道路部局
等)

××
出張所

官民境界確定
工事に関する入契手続き

改修費等予算(補正)
業務委託

a)堤防法線前出し案

b)特殊堤案

本局
関係課

各課・出張所の業務分担　◎：メイン

事務
所長

副所長
(技術)

副所長
(事務)

計画課 調査課 用地課 工務課 管理課第1回

第2回
工程管理の確認のための会議開催は随時

第3回

・� 無堤部である○○地区は維持管理上の重点区間として位置づけられ、これまでに浸水被
害が発生し地元から改修の要望も寄せられていたが、改修に向けては課題が多岐にわ
たっていた。

・� 事務所では、それらの課題について①これまでの対応、②問題解決に向けた課題、③対
応方針（具体的な対応方法、各課の役割分担及びスケジュール）を文書化して共有化し、
所内調整会議における情報共有や進捗の管理、的確な対応の調整を行うこととしている。

図 12　河川管理レポートの例

河川管理者による点検結果
照査、解析

水防団との合同巡視等 重要水防箇所

維持管理
目標レベル

整備計画
レベル

危険箇所水位計算

被災しやすさ（脆弱性）

反映または整合

安全性照査 堤防詳細点検情報図

外力レベル 被災しやすさに関係するリスク情報

相違を踏まえた活用

図 13　リスク情報

自然豊かな多摩川には様々な種類の花が咲きます。散歩しながら探してみるのも楽しいですよ。

お散歩をもっと楽しく！多摩川・季節の花だより

春 夏 秋

▲ 4 月 サクラ

▲ 5 月 コウゾリナ

▲ 7 月 ヒルガオ

▲ 7 月 ヤブカンゾウ

▲ 9 月 ススキ

▲ 10 月 カワラノギク

P8　河川管理レポート 2014 【多摩川】

＜伐採した樹木を無償で配りました＞
河川敷にはえているハリエンジュ（ニセアカシア）は、薪によく使われていま

す。伐採した木を有効活用するとともに、処分コストを減らすため、希望する

方々に無償で配りました。

無償配布した伐採木

堤防の裸地化 芝で補修 伐採前 伐採後

P10で「カワラノギク保全・復元の取り組み」について紹介しています。

  堤防・護岸などの施設の維持管理対策
洪水などの緊急時にもきちんと安全を守るための機能が発揮さ

れるよう、堤防・護岸、水門・樋管、防災対策施設など、98件を

補修しました。

  樹木伐採
快適で災害に強い川をつくるため、利用者の安全や洪水の

流れの妨げになる樹木を伐採しています。

平成26年度は42件の樹木伐採・倒木撤去を行いました。

平成26年度は、3,000本の木を
185名の希望者に配布！

多摩川に訪れる人の安全を守り、災害に負けない川をつくるため、
多摩川の維持に必要な様々な施設を管理しています。
不具合のあるところを早めに見つけ、人や街に危害がおよばないように補修をしました。

多摩川に訪れる人の安全を守り、災害に負けない川をつくるため、
多摩川の維持に必要な様々な施設を管理しています。
不具合のあるところを早めに見つけ、人や街に危害がおよばないように補修をしました。

1.施設を管理しています

詳しい結果はこちらをご覧ください。　http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000112428.pdf
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H T
「河川基金」募集要項の改定

Ho
t 	Topi c s

１
．
助
成
部
門
、
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築

　

助
成
部
門
は
、
次
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
活

動
内
容
別
か
ら
助
成
対
象
者
の
属
性
別
に
変
更

し
ま
し
た
。

①
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門

②
川
づ
く
り
団
体
部
門

③
学
校
部
門

２
．
評
価
基
準
の
明
確
化

河
川
基
金
の
採
択
に
お
け
る
評
価
項
目
と
し
て
、

「
目
的
」、「
成
果
」、「
内
容
」
を
明
記
し
、
そ

の
評
価
の
着
目
点
を
明
示
し
ま
し
た
。

３
．
助
成
の
重
点
化
、
優
先
採
択

「
川
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
も
の
を
優
先
採
択
す

る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。「
川
づ
く
り
に
ど
う

貢
献
す
る
か
」「
成
果
の
活
用
が
期
待
で
き
る

か
」「
河
川
管
理
者
と
連
携
が
と
ら
れ
て
い
る
か
」

に
つ
い
て
、
選
考
時
に
評
価
し
ま
す
。

４
．
定
額
助
成

　

助
成
額
が
１
０
０
万
円
以
下
の
助
成
（
一
部

を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、「
定
額
助
成
」
と
な
り

ま
す
。
定
額
助
成
で
は
、
適
切
な
申
請
内
容
で

あ
れ
ば
申
請
額
を
減
額
す
る
こ
と
な
く
採
択
し

ま
す
。

５
．
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
の
取
組
み

①
若
手
研
究
者
の
優
遇
採
択

河
川
研
究
の
将
来
を
担
う
「
若
手
研
究
者
」
と

「
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
」
の
助
成
部
門
を
明
示
し
、

「
一
般
研
究
者
」
と
は
区
別
し
て
優
遇
採
択
し

ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
一
般
研
究
者
の
年
齢
に
つ
い
て

上
限
設
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し

ま
し
た
。

②
文
科
系
、
文
理
融
合
系
の
明
示

申
請
の
少
な
い
文
科
系
の
研
究
者
の
申
請
を
促

す
た
め
、
対
象
テ
ー
マ
と
し
て
「
工
学
、
自
然

科
学
系
」「
社
会
科
学
、
人
文
科
学
系
」「
文

理
融
合
型
研
究
」
の
応
募
分
野
を
明
示
し
ま
し

た
。

６
．
川
づ
く
り
団
体
部
門
の
取
組
み

①
新
し
い
ニ
ー
ズ
や
若
手
に
よ
る
取
り
組
み
に

重
点
助
成

次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
活
動
に
対
し
重
点

的
に
助
成
し
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
即
し
た
新
規

事
業
や
若
手
に
よ
る
取
り
組
み
に
優
先
助
成
し

ま
す
。

②
長
期
継
続
助
成
の
時
間
管
理
と
卒
業
ル
ー
ル

継
続
助
成
に
つ
い
て
は
、「
過
年
度
の
目
標
達
成
」、

「
成
果
や
内
容
の
さ
ら
な
る
発
展
」
等
、
よ
り

厳
し
い
評
価
基
準
を
示
す
と
と
も
に
、
連
続
５

年
以
上
の
長
期
助
成
に
つ
い
て
は
採
択
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

③
段
階
的
に
法
人
格
を
持
っ
た
団
体
に
限
定

助
成
対
象
と
な
る
「
川
づ
く
り
団
体
」
を
明
記

し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
法
人
格
を
持
っ
た
団

体
に
限
定
し
ま
す
が
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、

法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
が
満
た
す

べ
き
条
件
を
明
示
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
学
校
部
門
に
つ
い
て
は
、
特
に
内
容

的
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
「
河

川
教
育
部
門
」
に
準
拠
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、『
河
川
基
金
』
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
当
財
団
Ｈ
Ｐ
・
募
集
要
項
を
ご

覧
下
さ
い
）

担
当
：
基
金
事
業
部

　平成 28 年度から、河川整備基金は『河川基金』という愛称を用い新たなスタートを切ります。平成
28 年度の募集は、「今後の河川整備基金のあり方検討委員会」の報告を踏まえ、基金の改革を順次進め

ていく過程での初めての募集であり、助成部門の再構築、審査にあたっての評価基準の明確化等の改
善を行いました。以下に、平成 28 年度河川基金募集要項について、主な改定点をご紹介します。

「河川基金」ロゴ
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H T

「多摩川交流センター」が
オープン３年目を迎えました

　

平
成
25
年
10
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
多

摩
川
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
、
今
月
で
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

多
摩
川
は
、
都
市
部
に
お
け
る
貴
重
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
そ
の
利
用
者
数
は
年

間
２
千
万
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
制
約
の
多
い
河
川
敷
で
は
日
陰
や
水
洗
ト

イ
レ
等
の
整
備
が
難
し
い
た
め
、
交
流
や
休
憩

の
場
と
な
る
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
快
適
な

利
用
空
間
や
人
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
確
保
と

い
う
面
で
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
「
多
摩
川
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
、
こ
の
よ
う

な
河
川
利
用
環
境
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め

に
、
多
摩
川
を
利
用
す
る
人
々
の
交
流
促
進
や

河
川
利
用
の
快
適
・
利
用
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
当
河
川
財
団
が
多
摩
川

右
岸
８
．
６
k
ｍ
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
（
川
崎
市

幸
区
古
市
場
地
先
）
の
上
に
、
一
般
の
河
川
利

用
者
を
対
象
と
し
た
交
流
促
進
施
設 

（
建
坪
面

積:

約
１
８
５
㎡
） 

を
２
年
前
に
整
備
し
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
１
Ｆ
と
屋
上
に
交
流
・

休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
美
し
い
多
摩
川
を
眺

め
な
が
ら
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
れ

い
な
水
洗
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー（
有
料
）も
あ
り
、

特
に
多
摩
川
を
利
用
す
る
女
性
の
方
々
に
大
好

評
で
す
。

　

交
流
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
併
設
す
る
「
川
崎

リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
フ
ェ
」
で
は
、淹
れ
た
て
の
コ
ー

ヒ
ー
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
軽
食
等
を
販
売
し
て

お
り
、
散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

で
多
摩
川
を
利
用
す
る
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
自
由
に
休
憩
で
き
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
か
ら
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
販
売
を
行
う
な
ど
、
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
や
販
売

商
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
方
々
の
た
め
に
、
３
タ

イ
プ（
米
・
英
・
仏
式
）の
空
気
入
れ
を
常
備
（
無

料
）
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
大
好
評
で
す
。

　

今
後
は
、
地
元
自
治
体
や
自
治
会
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
等
の
開
催
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
て
利
活
用
を
拡
げ
、

更
な
る
交
流
や
河
川
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
多
摩
川
に
お
越
し
の
際
は
、是
非
一
度

「
多
摩
川
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

（
詳
し
く
は
当
財
団
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
）

担
当
：
東
京
事
務
所

Ho
t 	Topi c s

➊

➌

➎

➊屋上の交流スペース　➋水洗トイレ　➌利用可能な空気入れ　➍シャワー室　➎カレーライス等の軽食を用意　➏いれたてコーヒーも楽しめます　
➐カフェメニューや販売商品の充実を図っています

➏ ➐

➋

➍

河川利用者のオアシス
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1
河川ラボ

　河川財団では、調査研究成果を広く周知するため、
研究発表会を毎年開催しています。今年度は、平成 27
年 7月1日（水）に一橋大学一橋講堂にて開催し、国
土交通省職員、地方自治体職員、大学関係者、建設コ
ンサルタントを始めとして、初めてご参加いただくIT 企
業等含めて100 名を超える方々にご参加いただきまし
た。
　研究発表会は、講演と研究発表の順に進行し、講演
では兵庫県立大学の服部保名誉教授より「堤防植生の
課題と目標植生」と題して、全国の堤防植生の調査を通
じて得られた知見のほか、チガヤの生態や人間との関わ
り、堤防植生における外来種問題などについて、お話し
していただきました。
　研究発表の部では、「戦略的な河川管理システムの構
築」を大テーマとして掲げて、さらに「堤防植生管理」、「河
道管理」、「堤防点検等今後の維持管理のあり方」の３

「第 13 回河川財団研究発表会」を開催
レポート

第 13回河川財団研究発表会の様子

つの小テーマに区分して、それぞれ２課題ずつ計６課
題を発表しました。これら発表に対して、会場から貴重
なご指摘やご意見等をいただきました。
　また、今年度は河川財団の主要事業である「河川教
育」「河川整備基金」における取組みについて報告しま
した。
　アンケートでは、約９割を超える方々から印象が良
かったとの回答をいただきました。また、堤防植生、堤
防点検については既存の研究成果が少ないことから、
関心が高かったようです。一方、新鮮なトピックが少な
いなどの貴重なご意見をいただきました。
　これらの貴重なご意見をもとに、調査研究の更なる充
実を図り、皆様のご期待に添える研究発表会を今後も
開催していきます。
　最後になりますが、ご参加いただきました皆様に改め
て御礼申し上げます。　 担当：河川総合研究所



13

　河川財団では、河川の新たな調査研究課題のシーズ
調査や啓発を目的として、国土交通省国土技術政策総
合研究所及び国立研究開発法人土木研究所より講師を
お招きし、「河川研究セミナー」を開催しています。
　4回目となる平成 27 年度は、近年の水害に対する
治水安全度を確保しつつ、厳しい財政状況の下で、よ

第 1回河川研究セミナー（H27.6.12	開催）
題目：「計測技術の活用による状態把握実務の展開」
講師：国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課
　　　　　河川保全企画室 企画専門官 時岡 真治 氏
　　　国土技術政策総合研究所 河川研究部
　　　　　河川構造物管理研究官 杉原 直樹 氏
　　　（株）建設技術研究所 河川部次長 永矢 貴之 氏
　　　（株）パスコ 統括技師長 堀内 成郎 氏
　　　（一社）リバーテクノ研究会
　　　　　技術開発委員長  三木 博史 氏
　　　　　地盤 WG リーダー  佐藤 謙司 氏
　　　（公財）河川財団 河川総合研究所
　　　　　戦略的維持管理研究所長 安原　達

第 3回河川研究セミナー（H27.7.31	開催）
題目：「河道の維持管理」
講師：国土技術政策総合研究所 河川研究部
　　　　　河川研究室長　　　　　　　 服部　敦　氏

第 2回河川研究セミナー（H27.6.24	開催）
題目：「堤防の維持管理」
講師：国立研究開発法人 土木研究所 土質・振動チーム
　　　　　上席研究員　　　　　　　　 佐々木哲也 氏

第 4回河川研究セミナー（H27.8.26	開催）
題目：「今後の河川維持管理の課題と方向性」
講師：国土技術政策総合研究所
　　　　　研究総務官　　　　　　　　 藤田 光一 氏
全体討論「これからの河川維持管理のあり方について」
コーディネータ：藤田研究総務官
パネリスト：鳥居河川研究部長、服部河川研究室長、
　　　　　　佐々木上席研究員、安原所長

レポート

り一層のコスト縮減が求められている「河川維持管理」
をテーマに取り上げ、官民のアプローチにより、河川
の状態把握技術や今後の課題等についてご講演いただ
きました。全 4回のセミナーには、延べ 505 名の方々
に参加いただき盛況に開催することができました。
担当：河川総合研究所

これからの河川維持管理	「河川研究セミナー・４回シリーズ」の開催報告

　河川維持管理の「状態把握」について、河川の機
能低下や変状特性を FT 図等により考察し、ALB※ 1 や
MMS※ 2 等の最新の状態把握の計測技術をご紹介いた
だきました。今後の河川管理における目視点検と計測
技術のベストミックスによる状態把握の将来像をご提示
いただきました。

　浸透や地震等による河川堤防の被災事例とその被災メ
カニズム等について解説していただき、これら事例を踏
まえた河川堤防の維持管理、浸透対策、耐震対策を実
施する上での留意事項について、ご提示いただきました。

　長期的な河道変化の動向や現場での管理実践事例な
どを解説していただき、氾濫リスクを低減させる河道の
維持管理について、ご提示いただきました。

　第 1回～第 3回までの講演内容を踏まえて、河川維
持管理の特質や目標について、他分野のアセットマネジ
メント等を事例に、目標を達成するためのフレームを解
説していただきました。
　また、全体討論では、今年度の講師の方々をパネリ
ストとして、「これからの河川維持管理のあり方」をテー
マに、実務から見た河川維持管理のデザイン、堤防や
河道の維持管理における課題や今後の方向性について、
全体討論を行いました。最後に「様々な分野からの視
点を持ち、河川維持管理のレベルアップに繋げていた
だきたい。」と締めくくられました。
　今回の講演概要は、当財団ホームページに掲載する
予定です。詳細はホームページにてご確認ください。

これからの河川維持管理「河川研究セミナー・４回シリーズ」の様子

※ 1	 MMS（Mobile	Mapping	System）モービルマッピングシステム
 3D レーザースキャナーを車両に搭載して走行しながら堤防や河道の形状を測定する

移動式 3 次元計測システム
※ 2	 ALB（Airborne	Laser	Bathymetry）航空レーザ測深機
 航空機から地上へ近赤外レーザーと緑色レーザーを同時照射し、陸上と同時に水中

部の 3 次元座標等を計測するシステム
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優良業務・優秀技術者表彰を受賞　～平成 26年度受託業務～
レポート

　なお、当財団が取り組んだ平成 26年度受託業務の
うち何件かの業務については、12 月頃に河川総合研
究所・所報等にとりまとめて、ホームページに紹介す
る予定です。
　今後も調査研究成果の品質向上に取り組んでいきま
す。　 担当：河川総合研究所

　河川財団では、平成 26年度に国土交通省の各地方
整備局等より、河川の維持管理や河道管理、堤防植生
管理、環境解析調査（河川生態系、水循環系）、河川
教育等の分野を受託しました。このうち、下記の４件
の業務が優良業務表彰、優秀技術者表彰を受賞しまし
た。

表彰名 対象業務名 発注元

関東地方整備局	渡良瀬川河川事務所長・優良業務表彰
優秀技術者表彰

H26 渡良瀬川堤防植生管理計画検討業務
管理技術者　山田 政雄

国土交通省関東地方整備局
渡良瀬川河川事務所

近畿地方整備局	近畿技術事務所長・優良業務表彰
優良技術者表彰

堤防植生抑制調査等業務
管理技術者　宝藤 勝彦

国土交通省近畿地方整備局
近畿技術事務所

近畿地方整備局	淀川河川事務所長・優良業務表彰
優良技術者表彰

淀川生態環境解析調査業務
管理技術者　中西 史尚

国土交通省近畿地方整備局
淀川河川事務所

九州地方整備局	菊池川河川事務所長・優良業務表彰 菊池川二極化対策調査検討業務
（（株）東京建設コンサルタントとのＪＶ）

国土交通省九州地方整備局
菊池川河川事務所

　河川財団では、河川の基礎的な知識を養い、河道特
性等を把握する能力を向上させることを目的に、若手
河川技術者の技術力研鑽の場として、河川総合研究所長
（山本晃一）による「河川塾」を開催しています。
今年度で第11期になる初等科では、5月~11月までに、
座学を24回、現地調査 3回の計 27回を開催予定し、
現在、活動しています。
　塾生は、当財団の研究員の他に応募による建設コン
サルタントや大学院からの若手技術者等、今年度は 20
名が参加しています。
　座学の内容は、山本塾長の著書である「沖積河川 -
構造と動態 -」に沿って講義と討議が進められます。建
設コンサルタントの方には、「河道計画検討の手引き」
を更に掘り下げた内容と言った方が分かりやすいかもし
れませんが、砂州の形成や、移動床の水理、セグメン
ト等について、実験結果や実例を基に川の読み解き方
を学んでいます。
　去る6月23日には、河道特性を現地で理解する機
会として、多摩川下流部（登戸～弁天橋 , 約 19km）を
踏査しました。多摩川の歴史、堰や水制などの各種構
造物の説明に始まり、河床材料や砂州の状況、植生の
生育状況などの読み解き方など、現地の実例を前に塾
長からの解説により、今までとは違った視点から川を見

ることができ、座学で学んだことについて、より理解を
深められました。
　今後は、水理実験施設での移動床の形成実験見学や、
国内の一級河川におけるセグメントM～ 3までの現地
踏査を予定しており、河道特性についてより一層の理解
を深めることにしています。
　また、第７期高等科では、近年着目されている「河
道の維持管理」をテーマとして活動を実施しています。
当財団が、近年において実施した河川維持管理に関す
る調査研究結果を踏まえた河道の維持管理の在り方や
その方法、対策方法等について議論しています。
　 担当：河川総合研究所

レポート

河川を学ぶ　～平成 27年度「河川塾」の活動報告～

平成 27年度「河川塾」現地調査の様子
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河川整備基金助成事業成果および近畿事務所
自主研究合同発表会の開催のお知らせ

淀川水防・大阪府地域
防災総合演習に参加

「第14回河川財団研究発表会」開催のお知らせ

　河川財団では、研究成果および河川財団の取組みを
広く周知するため、毎年、河川財団研究発表会を開催
しており、多くの皆様から好評の声をいただいていま
す。下記のとおり開催します「第 14回河川財団研究
発表会」の講演および研究発表会の内容については、
常日頃の研究成果を幅広く社会に広め、貢献していく
ことを目指すとともに、皆様からのご期待に添えます
ように吟味していきます。
　なお、本発表会の詳しい内容及び申込方法について
は、平成 28年 5月頃に、当財団ホームページ及び財
団ニュース等にてお知らせする予定です。ご覧いただ
いた上、是非ともご参加いただきますようお願いしま
す。　 担当：河川総合研究所

お知らせ お知らせ

　近畿事務所では、平成�27�年�5�月�31�
日（日）に大阪府摂津市で開催された
淀川水防・大阪府地域防災総合演習に
参加し、災害を防止するための調査・
研究、平成�25�年�9�月�台風�18�号によ
る淀川の出水状況、プロジェクト�WET�
についてのパネル展示を行い、災害時
必携のライト付きボールペンを配布し
ました。　 担当：近畿事務所

河川整備基金助成事業成果および
近畿事務所自主研究合同発表会
日時 :　平成 27 年 12 月 1 日（火）10:00-16:30
会場 :　OMM ビル 2 階（大阪市中央区）

レポート

　近畿事務所では、河川整備基金助成事業成果および
近畿事務所自主研究の合同発表会を開催します。
　今年は、京都大学大学院�工学研究科�神吉�紀世子教
授による特別講演（予定）のほか、平成 26�年度の河
川整備基金助成事業の成果�91�題の中から現在話題に
なっている研究を主体に�6�題、近畿事務所の自主研究
から�2�題の発表を予定しております。詳細は、当財団
のホームページをご覧下さい。　 担当：近畿事務所

第 14 回　河川財団研究発表会
日時 :　平成 28 年 6 月 29 日（水）
会場 :　一橋大学一橋講堂（東京都千代田区）

淀川水防・大阪府地域防災総合演習の様子

平成 26年度合同発表会の様子「第９回河川財団名古屋研究発表会」のお知らせ

　第9回河川財団名古屋研究発表会を産官学の河川技
術者を対象者として行います。

お知らせ

第９回河川財団名古屋研究発表会
日時 :　平成 27 年 11 月 17 日（火）
会場 :　愛知県産業労働センター「ウインクあいち」（名古屋市）
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2
河川教育

NHK「首都圏ネットワーク」による取材の様子

撮影場所：クリアウォーターカヤックス

（千葉県千葉市）

　当財団では河川水難事故に関する
調査研究を長年行っています。その
分析によればこの 10 数年間水難事
故の死者数に大きな変化はなく、毎
年同じような事故が繰り返し起きてい
ます。
　今年はシュノーケリングでの水難
事故も大きな話題となりましたが、
水難事故を防止するためには海の場
合と同様、川の活動でもライフジャ
ケットが必須です。今年もNHKを
はじめとしたテレビ・ラジオ、新聞・
雑誌、ウェブマガジン等への取材協
力などを通じ、ライフジャケット着用
の啓発活動を行ってきました。水難
事故の防止に向け、より一層の広報
活動を続けてまいります。
担当：子どもの水辺サポートセンター

水難事故防止に関するマスコミ等への協力
レポート

救急業務協力者に対する表彰式
レポート

　平成27年９月７日に日本橋消防署署に
おいて「平成 27 年度救急業務協力者表
彰式」が開かれ、当財団の平素からの救
急業務等への協力に対し、菊池勲日本橋
消防署長から、感謝状が贈られました。
　当財団では、毎年 RAC「川の指導者養
成講習会」を職員向けに開催しており、救
急救命講習の技能も学ぶようにしていま
す。　 担当：子どもの水辺サポートセンター

当財団では、「川に学ぶ」社会の実現をめざして、、川や水辺を活用して体験活動を実践する学校
や市民団体等に対して、子どもたちや市民に河川や水に関連した広範な知識・情報や体験活動を
伴った「川に学ぶ」機会を提供する基盤を整備・推進しています。

表彰式の様子

（前列右から 2人目が当財団職員）
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河川の体験活動イベント
（足立区・庄内川親子自然観察会）

　一般向けの河川体験イベントも実施しました。
　足立区主催「あだち自然体験デー（9/23）」では、
Eボートの体験会を行い、ライフジャケットの重要
性や着用方法のレクチャーを行いながら、Eボート
を活用した河川体験を提供しました。
　庄内川親子自然観察会（9/23）は、庄内川河川
協力団体の一環事業とし、庄内川幸心河川健康公園
を基点にＥボートで庄内川に住む生物や河岸の鳥、
植物などの観察を行いました。当日は、天候も良く
汗ばむ中、元気に親子が力を合わせオールを漕ぎ、
子どもたちは、川にこんなに沢山の自然があること
に驚いていました。　
担当：子どもの水辺サポートセンター 　 担当：名古屋事務所

川の指導者（RACリーダー・Eボー
ト指導者）養成講習会を開催

　当財団では　河川教育の普及・促進を図
る一環として、NPO�法人川に学ぶ体験活動
協議会（略称：RAC）認定の川の指導者（RAC�
リーダー）養成講習会等を職員向けに毎年
開催し、川の指導者を養成しています。
　平成�27 年度の講習会（6/5-7）では新
たに�6�名が�RAC�リーダーとなりました。ま
た、渡良瀬遊水地内の「体験活動センター
わたらせ」においても、E�ボート指導者養
成講習会（7/23）を開催し、周辺自治体
等の関係者へ Eボートの利活用方法等を学
んでいただきました。
担当：子どもの水辺サポートセンター 平成 27年度川の指導者（RACリーダー）養成講習会（埼玉県長瀞町）

「第 15 回川に学ぶ体験活動全国大会 in 尻
別川」に参加

　全国の川で活動する市民団体等が集まり、活動事
例の報告等を行う「川に学ぶ体験活動全国大会」。第
15回は、9月 26・27日に北海道の尻別川にて過
去最大規模の参加者が一堂に会しました。
　先進地域である北海道ならでの事例発表や、「新
たなる河川文化の創造」をテーマに、防災や観光、
経済、地域振興等を見据え、更なる川での体験活動
が発展するための様々な議論が活発に行われまし
た。次回は近畿地方が開催地です。
担当：子どもの水辺サポートセンター

レポート

レポート レポート

庄内川親子自然観察会 「第 15回川に学ぶ体験活動全国大会 in 尻別川」
基調講演の様子

あだち自然体験デーにおける
Eボートイベント
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谷津干潟自然観察センター前にて

環境省「Water	Day	Festival」におけるプロジェクトWET出展（イオンモール幕張新都心）
レポート

　環境省では 8月1日（土）、2日
（日）に、イオンモール幕張新都心
（千葉県千葉市美浜区）において、
水との新しい向き合い方を提案する
「WaterDayFESTIVAL」を開催しま
した。
　河川財団では同イベントにおいて
「Water�Style：プロジェクトWETで
水を学ぼう！」と題し、大きなすごろ
く形式で水の循環を体験するプログ
ラムや雨の音を表現する楽器（レイ
ンスティック）作り等を通して、来場
された方々に水に関する「学び」を
提供しました。　
担当：子どもの水辺サポートセンター

プロジェクトWET 台湾関係者の来日
レポート

　世界 66の国と地域に広がってい
る体験型水教育プログラム「プロジェ
クトWET」。その台湾事務局である
「關渡自然公園」の関係者が 7/29-
30 に来日し、日本事務局である当
財団の担当者と今後の国内でのプロ
ジェクトWETの普及方策等について
意見交換を行いました。
　また、谷津干潟自然観察センター

（千葉県）や国土交通省江戸川河
川事務所の首都圏外郭放水路（埼
玉県）、当財団子どもの水辺サポート
センターのサテライト施設「体験活
動センターわたらせ」がある渡良瀬
遊水地（栃木県）を訪問し、各施設
の水教育関係者とも意見交換を行い
ました。　
担当：子どもの水辺サポートセンター

プロジェクトWET とは
プログラムは、学校の授業、地域のイ
ベント、出前講座、野外活動等、様々
な場面で活用できます。体験学習法に
もとづき、水に対する「気づき」を促し、
学びを深め、「責任感」と「社会参加意
識」を高めます。日本では河川財団が
事務局となり、全国で約 7000 人が指
導者として登録されています。
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第 15回プロジェクトWET ファシリテーター講習会開催のお知らせ

「みずのがっこう 2015」への協力

　2009 年から当財団が協力している「みずのがっこ
う（主催：一般社団法人 Think�the�Earth）」。今年
のテーマは海ということで、水教育のプラネタリウム
上映やビーチクリーン＆ビーチサッカーなど海に関す
る様々な体験イベントが開催されました。
　当財団では「IID 世田谷ものづくり学校（8/30）」
や「ベネッセスタードーム（9/13）」におけるイベン
トでプロジェクトWETのプログラムを実施しました。　
担当：子どもの水辺サポートセンター

お知らせ

第 15 回プロジェクトWET ファシリテーター講習会
日時 : 平成 27 年 12 月 12 日（土）-13 日（日）
会場 : 東京都内を予定
定員： 20 名程度
 （プロジェクト WET の有資格者を対象）

　当財団ではプロジェクトＷＥＴの普及を担う上級
指導者である「ファシリテーター」を養成する講習
会を毎年開催しています。今年度も右記の日程で、
プロジェクトWETの有資格者を対象に開催する予
定です。　 担当：子どもの水辺サポートセンター

レポート

レポート

企業や大学への協力

　当財団では水教育に関する CSR を行っている企
業や大学等へプログラムを提供しています。
　人間の生活に欠かせない「水」を浄化すること
を通じて、地球環境保全を行っている株式会社エ
ステム（本社：名古屋市）や、「小学生サマースクー
ル」を実施している名古屋市立大学（名古屋市）
からのご依頼により、プロジェクトＷＥＴのプロ
グラムを提供しました。
　株式会社エステムが行う「環境フォーラム事後
勉強会」で、子どもたちに水処理の重要性や普段
名古屋市内で利用している水はどこから来ている
のかを、プロジェクトWET「木曽川流域版」アク
ティビティ等を通じて学んでいただきました。
　名古屋市立大学では、子どもたちに私たちの体
に含まれる水とその働きを知り、実際に水の動き
を観察したり聞いたりしながら、水の特性や水に
因んだ文化について、目と耳を働かせ感じ取って
いただくアクティビティを実施しました。　
担当：子どもの水辺サポートセンター 　 担当：名古屋事務所

IID 世田谷ものづくり学校でのプロジェクトWET 実施風景（8/30）

ベネッセスタードームでのプロジェクトWET 実施風景（9/13）

株式会社エステム「環境フォーラム事後勉強会」でのプ

ロジェクトWET 実施風景（6/13）
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3
パークニュース

多摩川発・ジュニア ･シニア・レディス	ゴルフレッスン
レポート

　平成 27 年 8 月 18 日（火）、多
摩川河川健康公園にて、ジュニア・
シニア・レディース合同のゴルフラウ
ンドレッスンが行われました。夏の
日差しを感じながらも、川から涼し
い風が吹き抜け、猛暑も一段落した
ゴルフ日和となりました。
　小学2年生から80才代までの43
名が参加し、ジュニアとシニア・レディ
スが 1パーティとなり、全パーティに

ティーチングプロがついて、技術とマ
ナーを学びながら、世代間交流も楽
しみつつラウンドをして頂きました。
　数名のジュニアは始めて間もなく、
一喜一憂しながらもめきめきと上達
し、ナイスショットの掛け声に照れ笑
いしながらも、誇らしげにラウンドす
る姿が印象的でした。
　また、「孫と一緒にラウンドしてい
るみたいで愉しい。」と顔をほころば

せ、「ありがとう!」というシニア参加
者のお言葉も頂きました。
レッスン会も4年目に入り、女性参
加者も増え恒例レッスンとして楽しみ
にしてくださる方々のためにも、今後
もより満足頂けるプログラムづくりを
していく予定です。

担当：東京事務所

多摩川

ジュニア ･シニア・レディス	ゴルフレッスン
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荒川発・扇ゴルフ練習場
ジュニアレッスン

レポート

荒川

　平成 27 年 7月27 ～ 29日の 3日間は扇河川健
康公園内にあるゴルフ練習場での打ちっぱなしレッス
ン、7月30、31日は足立区の河川敷にある新東京
都民ゴルフ場にご協力を頂き、ラウンドレッスンを行
いました。
　昨年度から初心者には貸しクラブセットも用意し、
たいへん喜ばれています。参加者は計 23 名と毎年
連続参加のジュニアもいて、身体と技術の成長を目
の当たりにし、レッスンイベント4年目の実感を得ま
した。
　レッスン内容は、ゴルフ練習場でそれぞれのレベ
ルにあった技術指導を行い、その成果を踏まえてゴ
ルフ場ではマナーも含めて実戦に活かせる指導を行
いました。
　ゴルフ練習場で自分のウィークポイントを修正し、
そのイメージと感触を残してゴルフ場でのラウンド
レッスンという連動したレッスンがたいへん好評を頂
いております。

担当：東京事務所

荒川発・扇ソフトテニスジュニアレッスン

レポート

　平成27年 7月4、18日の2日間、
荒川・扇河川健康公園にて、足立
区ソフトテニス連盟のご協力のもと、
合計 21名が参加しジュニアレッスン
が行われました。
　今回は、小学生低学年が中心でテ
ニスが初めてのジュニアも多く、まず
はラケットとボールに慣れることから
始めました。ボールはジュニア用に
やわらかで大きめのボールを使用し、
安全面に配慮しました。
　最初は扱い慣れないラケットに当
たらない、思い通りにボールが飛ば
ないなど、悪戦苦闘をしながらもレッ
スンが終わる頃にはゲームが出来る
ほどに上達しました。暑い中 3時間
のレッスンが終わってもなお遊びた
がる参加者もいました。
　また、親御さんからも定期的な開

催を望む声や、「この機会に親子で
テニスを始めてみます。」とのお言葉
も頂きました。
　足立区ソフトテニス連盟の方々の

熱意がレッスンを有意義なものにし、
参加者や親御さんも満足頂けた実り
多いレッスンとなりました。

担当：東京事務所

荒川

扇ソフトテニスジュニアレッスンの様子
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庄内川親と子＆シニアゴルフレッスン会

レポート 庄内川

　庄内川幸心河川健康公園内のゴルフ練習場に
おいて、PGAプロの指導による親と子＆シニアゴ
ルフレッスンを開催しました。平成 27 年 10月
25日（日）10：00 から一般公募による参加者
30名程度で、国土交通省�中部地方整備局�庄内
川河川事務所の後援事業として行いました。
　 担当：名古屋事務所

「庄内川親と子＆シニアゴルフレッスン会」の様子

第 2 回多摩川世代間交流ゴルフ大会

レポート

　平成 27 年 10 月 17 日（土）に
大雨が降りしきる悪天候の中、川
崎リバーサイドで一般、シニア、レ
ディース、ジュニアの99名が参加し、
それぞれの世代が交流できるように
パーティを組み、大会が開催されま
した。

　大塚製薬からは優勝賞品のゴルフ
バッグを、伊藤園からは参加者全員
のドリンクの協賛を頂きました。
　皆様の思いが通じたのか途中から
は雨もやみ、主管である川崎市ゴル
フ協会のご協力で、悪天候ながらも
無事に大会を終えることが出来まし

た。
　表彰式では多くの参加者に賞品が
いきわたるように配慮し、悲喜こもご
もの歓声があがるなどプレイ後も大
変盛り上がりました。

担当：東京事務所

荒川

第 2回多摩川世代間交流ゴルフ大会の様子
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パークゴルフ場のイメージ

庄内川幸心健康公園
パークゴルフ場整備工事に着手

レポート
庄内川

　庄内川幸心河川健康公園におい
て、３世代スポーツのパークゴルフ
場の造成を行い、都市空間に水と緑
の潤いを与える親水空間の整備を図
ります。
　工事は、今年 11月に着手を行い、
年度内にパークゴルフ場の整備を行
います。パークゴルフ場は全体面積
10000㎡・18ホール・コース延長
700m強のコースとなります。
　なお、本施設は日本宝くじ協会の
助成を受けて整備されます。
担当：名古屋事務所

扇パークゴルフ初心者講習会

荒川発・扇パークゴルフ初心者講習会
レポート

荒川

　扇パークゴルフ場にて、平成 27
年7月25日(土)�8名、8月29日(土)�
4 名、9月 19日 ( 土 )�10 名がパー
クゴルフの初心者講習会に参加しま
した。あいにく、週末は天候が悪い
日が多く、参加人数が伸びなかった
のが残念でした。
　松戸市パークゴルフ協会の方々の
ご指導のもと、最初は座学でマナー
やルールを簡単に学び、その後に
コースに出てプレーをしました。や
はり実際に体験をしてもらうのが一番
ということで指導員と共にラウンドし、
マナーやルール、様々な疑問をその
都度解決、状況に応じた打ち方の指
導も受けて、実戦的な講習会はたい
へん好評でした。
　講習が終わった後は、初心者の方
もプレーができるようになりましたの
で、参加者同士で仲良くなりラウンド
される方もいました。

　パークゴルフの認知度は東京では
まだまだですが、発祥の地・北海道
では学校の授業や、病院などのリハ
ビリとして導入されるなど、多方面か
ら世代や男女を問わずプレーできる
スポーツとして根付いています。

　11月下旬にはプレーヤーの励み
になるようなイベントとして、東京都
初のパークゴルフ大会の開催を予定
しています。

担当：東京事務所

パークゴルフとは
　パークゴルフは、専用のクラブとボールを使ってカップ
インまでの打数を競うスポーツで、北海道幕別町で生まれ
ました。誰でも簡単にプレイができ、子供から高齢者の方
まで三世代で楽しむことができるスポーツとして全国で親
しまれています。
　ルールは、ほぼゴルフと同じですが、ペナルティはすべ
て 2 打罰や、空振りは打数に数えない、バンカーはクラブ
をつけて打ってもよい等のパークゴルフならではのルール
となっています。
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4
河川基金コーナー平成 27 年度　河川整備基金助成事業成果発表会

（調査・研究部門）

レポート

　今年も7月28日（火）に永田町
のシェーンバッハサボーで「平成 27
年度河川整備基金助成事業成果発
表会」を開催しました。この発表会
は河川基金の調査・研究部門の成
果をできるだけ多くの方に共有の財
産として周知を図り、広く活用してい
ただくとともに、助成事業の一層の
充実を図ることを目的に毎年開催し
ております。
　昨年からは、助成事業者全員に参
加していただき、成果の概要を説明
する「口頭発表」と、発表者と参加

者の間で直に質疑応答や意見交換も
行う「ポスターセッション」の二部構
成で実施しております。
　今年は、平成 26年度に調査・研
究部門の助成事業を終了した、88
件の発表が行われ、約 220 名の参
加者がありました。
　それに加えて、今回は、成果報告
書を事前に「成果評価委員会」に
諮り、その中で特に優秀な成果を選
び「優秀成果賞」として表彰を行ま
した。あわせて副賞としてトロフィー
を贈呈しました。また当日の全発表

者の中から特に優秀な発表を行った
発表者を来場者からの投票で選出し、
「優秀成果発表者賞」として表彰し
ました。
　なお、この「優秀成果賞」と「優
秀発表者賞」の成果報告書は全文を
河川基金のホームページの掲載して
おりますので、ぜひご覧ください。
　「優秀成果賞」と「優秀発表者賞」
の助成事業者は下表の通りです。

担当：基金事業部

1. 調査・研究部門（一般的助成）
東北大学	工学研究科　教授	　田中　仁
東日本大震災津波後の河口地形回復遅延機構に関する研究

群馬大学　　教授　	清水　義彦
植生化が進む砂州河道の地形と植生の管理手法に関する水理研究

東京農工大学　　准教授　	星野　義延
ハリエンジュ幼木の巻枯らし試験

2. 調査・研究部門（若手研究者）
大阪薬科大学薬学部　助手　東　剛志
都市河川の底質中に存在する抗がん剤の実態解明

山梨大学　　准教授　	相馬　一義
京阪神における局地的大雨予測への詳細な都市環境情報導入とその影響評価

琉球大学　　准教授	　松本　一穂
沖縄における亜熱帯林の蒸発散が流域水資源に及ぼす影響の解明

3. 調査・研究部門（中高校生がクラブ（部）活動で行う調査・研究）
大阪府立藤井寺工科高等学校
身近な水域における底質のセルロース分解力を探る

北海道帯広農業高等学校
水と命のゆりかごづくり～十勝川中流部における湿地造成実験～

優秀成果賞

優秀発表者賞

平成27年度　河川整備基金助成事業成果発表会（調査・研究部門）
ポスターセッションの様子

表彰式の様子

高校生によるプレゼンテーション
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河川基金の見直しおよび募集に関する地方説明会、相談会

埋込写真

レポート

「河川基金」ロゴマーク

　平成 28 年度「河川基金」も募
集に関する助成の枠組み等が大きく
変更されたことに伴い、当財団では、
各地において積極的に説明会を開催
することとしました。その第 1弾とし
て、 平 成 27 年 9 月 26 日、27 日

に北海道ニセコ町で開催された「第
15 回川に学ぶ体験活動全国大会 in
尻別川」において、会場の一部に特
設ブースを設けていただき、変更内
容の概略を説明したチラシ等を配布
し、　来場者に説明をしました。

　今後もこのような機会を利用して、
助成事業者の皆様に、助成事業を理
解していただくよう積極的に分かり易
く説明していくことを考えております。
お近くの方はぜひご参加ください。

担当：基金事業部

今後の開催予定の説明会
平成 27年 11 月 1日（日）14：00 ～：
開催場所：名古屋市「日本陶磁器センタービル」多目的ホール
主催：（一財）セブンーイレブン記念財団NPO法人地域の未来・志援センター
お問合せ先：特定非営利活動法人	地域の未来・志援センター	事務局	

平成 27 年 11 月 21 日（土）13：00 ～
環境市民活動のための助成金セミナー（兵庫会場）
開催場所：兵庫県尼崎市「尼崎市立すこやかプラザ」多目的ホール
主催：エコネット近畿、（一財）セブンーイレブン記念財団

平成 27 年 11 月 22 日（日）13：00 ～
環境市民活動のための助成金セミナー（天理会場）
開催場所：奈良県天理市「天理市文化センター」４F視聴覚室
主催：エコネット近畿、（一財）セブンーイレブン記念財団
お問合せ先：NPO法人エコネット近畿　事務局第 15回川に学ぶ体験活動全国大会 in 尻別川での説明会（9/26-27）

平成 28年度河川基金　募集中
お知らせ

　平成 28年度の「河川基金」の募
集を下記のとおり行います。今回は
平成 27 年１月より外部の有識者を
委員とする「今後の河川整備基金の
あり方検討委員会」による委員会報
告を踏まえ、その愛称を「河川基金」
として新たなスタートを切りました。
　今回の募集は、基金の改革を順次
進めていく過程での初めての募集と
なります。今後も引き続き助成事業
者の方々をはじめ、幅広く皆さんの
ご意見を伺いながら弛まぬ改革を進
めてまいりますので、引き続き「河
川基金」へのご理解とご支援を賜り
ますようよろしくお願いいたします。
　なお、平成 28年度のご応募も「河
川基金Web 手続きサービス」から

のオンラインでの申請のみとなります。
下記期間を過ぎると申請ができませ
んのでご注意ください。また郵送や
メール、Fax 等での申請もできません。

担当：基金事業部

平成 28 年度河川基金
募集開始：平成 27 年 10 月 1 日（木）
締切：平成 27 年 11 月 30 日（月）18 時
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平成27年度　川づくり団体全国事例発表会
（仮称）の開催

お知らせ

平成 28 年度河川美化・緑化助成事業募集中
お知らせ

　基金事業部では、子どもたちの水辺での体験活
動を推進するために、市民団体の方々、教育関係者、
河川管理者等による活動を支援しています。その
一環として、市民団体が実施している河川体験活
動等の事例を平成 26 年度に助成した優秀事例の
中からご紹介して、活動内容の発表をお願いして
おります。昨年度からは、優秀成果の表彰式も行っ
ています。
　今年度も次の通り開催します。水辺を生かした
体験活動に取り組む事例紹介や意見交換を行いま
す。皆様のご参加をお待ちしております。

担当：基金事業部

平成 27 年度　川づくり団体全国事例発表会（仮称）
日時 : 平成 28 年 1 月 29 日（金）
会場 : 東京大学　山上会館（東京都文京区）
定員： 100 名程度（参加費無料）

　公益社団法人ゴルフ緑化促進会
（略称 G.G.G.）の会員であるゴルフ
場でプレイするゴルファーから寄付さ
れた緑化協力金の一部をG.G.G. から
交付を受け、寄付に協力いただいた
河川敷ゴルフ場の所在する水系を対
象に「河川美化・緑化助成事業」を
募集しております。
　平成 28年度「河川美化・緑化助
成事業」の申請は「メール」での受
付となります。郵送や Faxでの申請
はできませんのでご注意ください。ま
た、募集期間を過ぎると申請を受け

付けることができませんのでご注意く
ださい。
　申請様式等は当財団ホームページ
に掲載しております。助成対象の水
系や助成限度額等、詳細はホーム
ページをご覧ください。

担当：基金事業部

平成 28 年度河川美化・緑化助成事業
募集開始：平成 27 年 10 月 1 日（木）
締切：平成 27 年 11 月 30 日（月）18 時

平成27年度　河川教育研究交流会の開催
お知らせ

　基金事業部では、川や水辺を生かした様々な体
験活動等をとおして、河川教育の普及・展開を支
援しております。
　これまで 14 年間の「河川基金」の助成の成果
として、学校の教育現場で積み上げられてきた経
験や知識を、学校教育関係者、河川管理者、市民
団体等の間で共有し、お互いに連携することで学
校における河川教育の取組が、児童、生徒の健全
な育成に大きく寄与し、今後の河川教育の推進に
資するように、昨年度より「河川教育研究交流会」
を開催しております。今年度は、「河川基金」も「学
校部門」として新たなスタートを切ったこともあ
り、新たな気持ちで開催します。皆様のご参加を
お待ちしております。　 担当：基金事業部

平成 27 年度　河川教育研究交流会
日時 : 平成 28 年 1 月 30 日（土）
会場 : 東京大学　山上会館（東京都文京区）
定員： 100 名程度（参加費無料）

平成 26年度川に学ぶ全国事例発表会の様子 平成 26年度河川教育研究交流会の様子

河川美化緑化 検索
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書籍紹介

BOOKS  &  PUB L I CA T I ON

当財団の研究成果を書籍として発刊・出版し、広く一般社会への還元に努めることとしております。�書
籍等の種類については当財団ホームページをご覧ください。

　右記の二冊をご希望の方は Amazon(kindle)、楽天
(kobo)、紀伊国屋書店 (Kinoppy) 等で電子書籍をお求
めできます。また、プリントオンデマンド（POD）で
ご購入いただくと、図面・写真等も大変見やすくお薦
めです。POD は、Amazon（プリント・オン・デマン
ドプログラム）、三省堂（三省堂オンデマンド）が利用
できます。

電子書籍出版・プリントオンデマンド（POD）

樹林帯の手引き
国土交通省河川局治水課�監修
（財）河川環境管理財団�編著

木材活用工法ガイドブック（案）
（財）河川環境管理財団�編著

3600円＋税
（電子書籍）
4500円＋税
（POD）

4640円＋税
（電子書籍）
5800円＋税
（POD）

INFOMATION

世界工学会議はおおよそ 4年に一度開催される工学のあらゆる分野を横断し技術の進化と社会への貢献
について議論する国際会議です。河川財団は、2015 年に京都で開催される「WECC2015 第 5回世界工
学会議」に出展します。会議の日程や詳細等は下記をご覧ください。

平成 27 年 11 月 29 日（日）-12 月 2 日（水）

WECC2015 第 5回世界工学会議に出展

第 5 回世界工学会議

会期

国立京都国際会館
会場

開催目的　（第５回世界工学会議HPより）

http://www.wecc2015.info/jp/

World	Engineering	Conference	and		Convention	2015 世界工学会議	は、「全世界の平和と経済と社会の進歩のために、工学の進展と国
際交流を促進する」目的で設立された世界工学団体連盟（WFEO）が、おおよそ４
年に一度開催している国際会議である。第１回は 2000 年ドイツ、第２回は 2004
年中国、第３回は 2008 年ブラジル、第４回は 2011 年スイスで開催された。

このたび第 5回世界工学会議が、2015 年に日本	( 京都 )	において開催される。日
本が 21世紀においても持続可能な発展を遂げる科学技術イノベーション立国であ
ることを紹介するとともに、地域と地球的視野の両面に立って、持続可能な発展
を実現するために必要なイノベーションと、その実現を支える基盤技術の進展に
焦点を当てた情報交換の場を提供し、全世界の平和と経済と社会の進歩のために
実りある貢献をすることをWECC2015	の開催目的としている。
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本部
総務部  TEL:03-5847-8301 FAX:03-5847-8308
経営企画部  TEL:03-5847-8302 FAX:03-5847-8308
基金事業部	 TEL:03-5847-8303 FAX:03-5847-8309

子どもの水辺サポートセンター
  TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314
  http://www.mizube-support-center.org
  E-mail:msc@mizube-support-center.org
河川総合研究所 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8310
（戦略的維持管理研究所）

東京事務所	 TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310

北海道事務所
〒 060-0061 札幌市中央区南 1 条西 7 丁目 16-2（岩倉ビル 2 階）
TEL011-261-7951 FAX011-261-7953
E-mail:info-h@hkd.kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3 丁目 710 番地
TEL052-388-7891 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM ビル 13F）
TEL06-6942-2310 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

本部
〒 103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp E-mail:info@kasen.or.jp

ご寄付のお願い

河川基金へのご寄付について
我が国では、国土保全と国民生活の安定を図るため
治水施設の整備と水資源の開発が進められ、我が国
の発展を支えてきました。しかしながら、依然とし
て水害は各地で発生し水不足の懸念は継続している
ため、治水対策等の推進は重要です。 「河川基金」は、
昭和 63 年 3 月に設立され、国や地方公共団体によ
る河川整備と相まって、その効果を高めるための多

その他の当財団事業へのご寄付について
当財団の事業に必要な資金は、河川基金の
運用収入により実施している助成事業を除
き、主に事業収入により実施していますが、
今後さらにこれらの活動を充実させていく
ためには、当財団の事業にご理解とご賛同
をいただいた方々からのご寄附が貴重です。
ご協力をお願い申し上げます。 皆様からい
ただく寄附金は、本財団の「寄附金取扱い
規程」に則り、有効に使用させていただき
ます。

寄付金の税法上の優遇措置について
当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人 」としての認定を受けております（認定日は平成 25 年
3 月 21 日、法人登記日は同年 4 月 1 日）ので、当財団への寄附金には上記の河川基金への寄附金及
び一般寄附金のいずれについても特定公益増進法人としての税法上の優遇措置が適用され、所得税（個
人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

河川財団 検索

詳細は河川財団 HP を
ご覧ください。

様な調査研究や活動に助成して
きています。このような河川基
金の趣旨をご理解いただき、本
基金のさらなる造成のためにご
協力をお願い申し上げます。

ご寄付の御礼
寄付者の皆様へ
平成 26 年 10 月 1 日から平成 27 年 9 月 30 日までの一年間に各県・市等の皆様から 2,643,194 円
のご寄付をいただきました。寄付者の皆様に心より御礼申し上げます。ご厚志につきましては、河川
基金として管理し、その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、川づくり団体の活動や学校
での河川教育を支援する助成事業のために有効に使わせていただく所存でございます。


